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3ブロック 雑賀小学校

4ブロック 大庭小学校
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■平成29年度会報委員（ブロック順、敬称略）
山根　純一�（第一中）
岩佐　洋一�（内中原小）
大塚　瑞穂�（第二中）
藤原久美子�（附属小）
長岡　　望�（雑賀小）

周藤　直子�（乃木小）
園山　正浩�（湖東中）
小森　秀一�（大庭小）
多根　　純�（宍道中）
山田　祐司�（玉湯小）

長谷川修二�（宍道小）
林　　和博�（宍道小）
福田　衆一�（秋鹿小）
青山善一郎�（恵曇小）
木村　　忍�（鹿島中）

永島久実子�（東出雲中）
秦　　昇吾�（出雲郷小）
木村　恵美�（本庄中）
相見　真吾�（島根中）

雑賀小学校PTAは、夏に開催される地域のお祭り「さいか
まつり」にて毎年屋台を出店しています。PTA役員を中心に
集まり、メニューや予算の検討・備品手配・買い出しなどを行
います。
最近はお祭り会場唯一の「焼きそば」を子どもたちに提供し
ています。お祭り当日は役員以外のPTAの皆さんも応援に駆
けつけてもらい、テントの中はPTAで溢れかえります。そして、
地域の皆さんにもご協力頂きながら、買い物体験やステージイ
ベントを通し、夏の夜の思い出、地元雑賀での思い出づくりを
子どもたちに提供しています。
私は高校を出て広島へ進学・就職・結婚をし、子育てしてき
ました。娘が小学校に入学するタイミングで松江にUターンで
帰ってきました。その理由のひとつは、私自身が此処、松江で
過ごした子どもの頃の楽しい記憶でした。私が過ごしてきたよ
うに子どもにも松江で成長して欲しいという思いがあり、帰っ
てきました。
我々の住む松江の持つ問題のひとつに「人口減少」がありま
す。こういった子どもの頃の地域での楽しい思い出づくりが、
大きくなっても雑賀に住み続けたい、いつかは雑賀に帰りたい
という思いに繋がることで、地域課題の解決のひとつになるこ
とを願いながら活動しています。� （PTA会長　長岡　望）

大庭小学校PTAが毎年参加させて頂いている大庭公民館

主催の「大庭ふるさと納涼祭」に今年も参加しました。

PTA自慢の味の「焼きそば」や「ラーメン」、また幼児か

ら楽しめる「あてくじ」のお店を出し、地域の皆さんに喜ん

で頂けたことと感じています。

PTA活動として学校を飛び出し、地域の方々との交流が

出来るとともに、子どもたちの笑顔にたくさん出会えてとて

も楽しい活動です。

これからも郷土への感謝の気持ちを大切にし、笑顔溢れる

活動になることを願っています。� （小森秀一）
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記 事 掲 載 校

今年度は『思わず手に取ってみたくなる会報誌』と統一テーマに、�
『ここが○○うちのPTA』を各ブロックのタイトルとして活動を紹介い
ただきました。写真を多用しブロック・単Ｐごとに活発に取り組まれて
いる様子が良く判るようにしました。会報委員の皆さんや各単Ｐの会員
の皆さんのご協力に心から感謝申し上げます。

（会報委員長　長谷川修二）

編 集

後 記

お正月の気分も覚めやらぬ1月6日
㈯に平成29年度の研修大会を島根県
PTA連合会教育問題委員会との共催
で開催いたしました。
会場のくにびきメッセ多目的ホー

ルに松江市内を中心に遠くは浜田市、
江津市からもお越しいただき約350
名のご参加をいただきました。
講演会の講師にはアニメ「秘密結

社　鷹の爪」の製作者として有名なFROGMANさんをお迎えし「島
根で幸いでした～島根の子ど
もたちが遭遇する、新しい時
代」と題してご講演をいただ
きました。
講演では、FROGMANさん

の幼少期の経験やこれまでの
経歴、島根に住んでいた期間
の体験やそれにより感じた島根の特徴や魅力についてお話をいただ
き、現在そしてこれから迎えるデジタル･AI時代における社会の変化

とそれに対応する必要性について教えていただきました。
そしてそこには、歴史や風土により築き上げたコンテンツ群があ

り、人々が礼儀正しく波風を立てずに協力しながら地域と伝統を守
る高いコミュニケーション力を持つ人々が暮らす島根県にとって大
きな可能性があると伝えていただきました。
アンケートのご意見からはFROGMANさんのご講演に対して「わ

かりやすかった」「良かった」等概ね好評をいただくことができました。
4月から1ブロック（松江第一中学校校区）のPTA役員で構成す

る研修委員会で企画を進めてま
いりました。雪等の心配もあり、
一時期は開催できるのか不安も
ありましたが、無事に開催する
ことができて安心しました。
お忙しく、寒い季節での開催

となりましたが、たくさんの方々
にご参加･ご協力いただきありが
とうございました。

（研修委員長　勝部�秀一）

11月11日に緑町公園屋内競
技場（ローズアリーナ）にて開
催された大会に参加しました。
アトラクションは鞆小学校琴

クラブの演奏と、折重由美子氏
とこゆみこ＆なつほのによる演
奏と歌でした。
講演は、明治大学文学部教授・齋藤孝氏（NHKEテレ「にほんごで

あそぼ」総合指導、他テレビ多数出演）による『人間関係をつくるコミュ
ニケーション力』を議題としたものでした。意味のない雑談が実は大
事だということを教わり、速音読の実践もあり会場は盛り上がりました。
パネルディスカッション『心がつながるコミュニケーション』で

触れたPTAの在り方については、PTAには辛い、大変、痛い、逃げ
たいというマイナスイメージを持っている人もいるが、子どもの為に
家庭や地域が一丸となる姿を見せることは良いということでした。今
回の大会では、今後はコミュニケーションがこれまで以上に重視され、
学力にも繋がるということを認識しました。� （副会長　新宮七美）

第2回母親委員会研修会を1月
21日㈰、朝日公民館を会場に開催
しました。
田辺畳店・田辺厚志さんを講師に

お迎えし、『畳細工』小物入れを製
作しました。い草の香りが広がり、
穏やかな雰囲気の中、畳細工に取り

組んでおられ皆さん、素晴らしい
小物入れが出来上がりました。又、
他校の母親委員さん方との交流も
あり、よい情報交換の時間にもな
り、充実した研修会を開かせて頂
くことができました。
� （母親委員長　福島喜美子）

内中原小学校では、島根県の事業を活用して、森で学ぶ取り組み
（みーもスクール）を開催しました。当日は、あいにくの天気で、雨
の中での実施となりましたが、炊飯体験やみーもくんとの触れ合いの
中でクイズを通じて自然について楽しく学習しました。親や子どもた
ちでふれあいながら、自然の中での遊び方を学ん
だり、島根県の自然の豊かさとその保全への意識
を高めました。� （内中原小・副会長　岩佐洋一）

第47回 日本PTA中国ブロック研究大会
広島県ふくやま大会に参加して

第2回 母親委員会研修会を終えて

今年度の島根県PTA連合会母
親委員会研修会は、12月10日、
大田あすてらすにて開催しまし
た。初めのミニコンサートに“仁
多まいず”のお二人に演奏して頂
きました。
講演には、幅広い分野でご活

躍のメンタリスタ（メンタルト
レーニングコーチ&GPコーチ）望月康宏さんをお迎えし『メンタル
トレーニングでコミュニケーションライフ』について講演して頂きま
した。大切な心のトレーニング…。印象に残っている内容として、“毎
日、目標を意識し潜在意識に刷り込む事が目標達成の近道”（潜在意
識に刷り込む事で無意識にその通りに行動をとるようになる）との言
葉でした。子どもの持つ目標を意識し、やる気を高めていけるような
援助をしていきながら、親子のコミュニケーションの時間を大切にし
ていこうと思いました。� （母親委員長　福島喜美子）

島根県PTA連合会母親委員会研修会開催

森と緑の森づくり活動について

松江市PTA連合会研修大会を終えて
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あてくじ

ラーメン あてくじ焼きそば
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1ブロック 第一中学校 5ブロック 玉湯小学校

2ブロック 附属小学校 6ブロック 恵曇小学校 8ブロック 島根中学校

玉湯小学校では、研修部・保体部・環境生活部の3つの専門会で活動しています。

玉湯小学校は子どもを『真ん中』におき、保護者、教員、地域の方々が『繋
つな

がる』学校です。

PTA研修部は、活動の一部として毎年講演会または研修会を行っていますが、今年は親と子がもっと『繋
つな

がろう』ということで、松江市教育委員会より親楽ファシリテーターの方々にお越しいただき《親
おや

楽
がく

プログラ

ム》を開催しました。

『親子のコミュニケーション～聞く耳ってどんな耳？』をテーマに、話し手と聞き手双方の受け止め方や感

じ方の違いを参加型学習で体験し、日頃の我が子との関わりについて気づかされ、有意義な学び合いの場とな

りました。ゲーム的要素を交えながらの体験学習で緊張もほぐれ、笑いもあり、親同士や教員との交流ができ

て楽しく学べたと参加者から好評でした。

今後も玉湯小学校は子どもを『真ん中』においてみんなが『繋
つな

がり』、子どもを支えるPTA活動を行ってい

きたいと思います。� （研修部長　下山孝博）

祝  松江一中  70周年
松江一中は、今年創立70周年を迎えました。

記念の年として、色々な事業を計画し、PTA役員、

教職員及び各地区の教育後援会、卒業生会の方々と実行

委員会を立ち上げて準備しました。

10月には記念事業として、校内音楽会が開催され、

PTAとして教職員の方々と共に記念合唱に参加し、又、

卒業生で声楽家として活躍されている、金山京介氏を招

き、記念ステージを開きました。

11月には、記念事業のクライマックスとして、記念

式典を多数の来賓、卒業生、PTAの方々の参加をいた

だき、開催することが出来ました。

改めて、松江一中の歴史、伝統が地域の方々に支えら

れている事を実感しました。

我校は、市内では最大規模のPTAでありますが、地

域の方々やたくさんの方々の協力を得て、保護者同士

や、保護者と教職員の絆を深めて、子どもたちの成長を

見守って行くよう活動しています。

今後も皆様と共に話し合って、より良いPTAになれ

ばと思っています。� （PTA会長　山根純一）

附属小学校のPTAには、体育、広報、

安全環境、教育支援、図書の5つの委員

会活動があります。それぞれ、親睦レク

の企画運営や、広報誌の発行、交通安全

街頭指導や夏の校庭の清掃、ベルマーク

集計、図書館の環境整備、等々、各委員

会が年間を通じて子どもたちのより良い学校生活の支援のために活動しています。

その一つ、図書委員さん。子どもたちが本に親しめるよう、居場所になるよう、司書の先生と一緒に工夫を

凝らしています。四季折々の壁面飾りや季節にちなんだ本の紹介、明るい日差しが差し込むガラス窓には代々の

委員さんも作られた力作の窓飾り。子どもたちが読んだ本の感想

からは本を読む楽しさや新たな発見に喜んでいる様子がわかりま

す。委員さんの和やかな雰囲気の活動を通し、子どもだけでなく

大人にも居心地の良いあったかい図書館が出来上がっていきます。

各委員会で活動内容は違っても思いは同じ。様々なアプロー

チで子どもたちの健やかな成長とより良い学校生活を支援する

PTA活動。協力し楽しくアイデアを出しながら活動する中で、

保護者同士そして教職員とのつながりを深め附小を盛り上げてい

ます。� （PTA副会長　藤原久美子）

本校PTAでは、スポーツ交歓会（ビーチバレーボール大会）、年間5回の環境整備作業、年間3回のPTA広

報誌の発行、母親委員会だよりの発行、登校班の編成や安全な登校指導、学年別親子活動などを主な活動とし

ています。スポーツ交歓会では、会員同士の笑顔があふれるなか

で、お互いの親睦を深めています。また、子どもたちのロードレー

ス大会に備えた環境整備作業は、活躍する子どもの姿を思い浮か

べながら汗をながす、気持ちのよいひとときにもなっています。

ほかには、地域の危険箇所点検、恵曇校区連合体育大会への協

力など、地域の方と共に行う活動もあります。危険箇所への危険

旗の設置は、地域の安全推進委員会さんと連携して行っています。

地域の方の温かい目に見守られながら、今後もわたしたちPTAが

力を合わせて、子どもた

ちの健やかな成長につな

げていきたいと思いま

す。

（PTA会長　青山善一郎）

6月19日に桂島海岸の

清掃活動を行いました。

この活動は、しまね潮風

学園（島根小学校、島根

中学校）の全校児童、生

徒、教職員、PTAと地域

のボランティアの方が参

加して、毎年行っていま

す。中学生をリーダーとした縦割りで、各班に分かれてみんな

で協力しながら声を掛け合い、ゴミを拾いました。作業終了後、

集めたゴミでいっぱいになった袋を前に、中学生が司会をし、

各班で反省会をしました。しまね潮風学園の児童、生徒、教職

員、地域の方、PTAが一緒に活動を行い、交

流を深めることでお互いの連帯感を高めるこ

とができました。小規模校ならではのチーム

ワークの良さをこれからも伝統として、PTA

活動を盛り上げていきたいと思います。�

（PTA会長　相見真吾）

出雲郷小学校PTAでは、メインとなる行事として「意宇まつり」の開催があります。「意宇まつり」は出
雲郷公民館の文化祭と同時開催となっており、地域の皆さんも多くお越しいただく大変賑やかなお祭りです。
当日は多くのお客さんとのふれあいがあったり、役員同士もより仲良くなったりと、笑顔あふれる素敵な行
事となっています。
また、お正月には伝統行事の「とんどさん」も地域の方と一緒になって執り行います。前日には山へ竹を
取りに行き、飾りを作って、校庭に竹を立てます。当日は餅つきや大鍋も準備し、地域の『おやじの会』さ
んによるビンゴゲームまで行われ、子どもたちは大喜びです。小中学生によるボランティアの参加もあり、

地域の大人と子どもが一緒になって一つの行事を楽しむ姿は、『地域の
絆』を感じるほほ笑ましい一場面です。
出雲郷小学校はここ数年児童数が増加傾向にあり、大規模校となりつ
つありますが、PTAとして、子どもたちを中心とした地域の絆をこれ
からも大切に、皆で力を合わせて子どもたちの健やかな成長につなげて
いければいいなと願っています。� （PTA副会長　柿田みどり）

7ブロック 出雲郷小学校ここが 輝跡 うちのPTA活動 ここが 繋 うちのPTA活動 ここが 地域の絆 うちのPTA活動

ここが チームワーク うちのPTA活動
ここが 結束 うちのPTA活動ここが あったかい うちのPTA活動

PTAと地域が一体となって行った「とんどさん」 公民館文化祭と同時開催の「意宇まつり」

ガラス窓の装飾は代々の委員さんの力作です お正月にちなんだ壁面飾り　切り絵に挑戦

和やかな雰囲気で
危険旗の設置

みんなで協力！清掃作業

作業開始前のミーティング

たくさんのゴミが集められました！ロードレース大会に備えた環境整備作業校内スポーツ交歓会
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玉湯小学校では、研修部・保体部・環境生活部の3つの専門会で活動しています。

玉湯小学校は子どもを『真ん中』におき、保護者、教員、地域の方々が『繋
つな

がる』学校です。

PTA研修部は、活動の一部として毎年講演会または研修会を行っていますが、今年は親と子がもっと『繋
つな

がろう』ということで、松江市教育委員会より親楽ファシリテーターの方々にお越しいただき《親
おや

楽
がく

プログラ

ム》を開催しました。

『親子のコミュニケーション～聞く耳ってどんな耳？』をテーマに、話し手と聞き手双方の受け止め方や感

じ方の違いを参加型学習で体験し、日頃の我が子との関わりについて気づかされ、有意義な学び合いの場とな

りました。ゲーム的要素を交えながらの体験学習で緊張もほぐれ、笑いもあり、親同士や教員との交流ができ

て楽しく学べたと参加者から好評でした。

今後も玉湯小学校は子どもを『真ん中』においてみんなが『繋
つな

がり』、子どもを支えるPTA活動を行ってい

きたいと思います。� （研修部長　下山孝博）

祝  松江一中  70周年
松江一中は、今年創立70周年を迎えました。

記念の年として、色々な事業を計画し、PTA役員、

教職員及び各地区の教育後援会、卒業生会の方々と実行

委員会を立ち上げて準備しました。

10月には記念事業として、校内音楽会が開催され、

PTAとして教職員の方々と共に記念合唱に参加し、又、

卒業生で声楽家として活躍されている、金山京介氏を招

き、記念ステージを開きました。

11月には、記念事業のクライマックスとして、記念

式典を多数の来賓、卒業生、PTAの方々の参加をいた

だき、開催することが出来ました。

改めて、松江一中の歴史、伝統が地域の方々に支えら

れている事を実感しました。

我校は、市内では最大規模のPTAでありますが、地

域の方々やたくさんの方々の協力を得て、保護者同士

や、保護者と教職員の絆を深めて、子どもたちの成長を

見守って行くよう活動しています。

今後も皆様と共に話し合って、より良いPTAになれ

ばと思っています。� （PTA会長　山根純一）

附属小学校のPTAには、体育、広報、

安全環境、教育支援、図書の5つの委員

会活動があります。それぞれ、親睦レク

の企画運営や、広報誌の発行、交通安全

街頭指導や夏の校庭の清掃、ベルマーク

集計、図書館の環境整備、等々、各委員

会が年間を通じて子どもたちのより良い学校生活の支援のために活動しています。

その一つ、図書委員さん。子どもたちが本に親しめるよう、居場所になるよう、司書の先生と一緒に工夫を

凝らしています。四季折々の壁面飾りや季節にちなんだ本の紹介、明るい日差しが差し込むガラス窓には代々の

委員さんも作られた力作の窓飾り。子どもたちが読んだ本の感想

からは本を読む楽しさや新たな発見に喜んでいる様子がわかりま

す。委員さんの和やかな雰囲気の活動を通し、子どもだけでなく

大人にも居心地の良いあったかい図書館が出来上がっていきます。

各委員会で活動内容は違っても思いは同じ。様々なアプロー

チで子どもたちの健やかな成長とより良い学校生活を支援する

PTA活動。協力し楽しくアイデアを出しながら活動する中で、

保護者同士そして教職員とのつながりを深め附小を盛り上げてい

ます。� （PTA副会長　藤原久美子）

本校PTAでは、スポーツ交歓会（ビーチバレーボール大会）、年間5回の環境整備作業、年間3回のPTA広

報誌の発行、母親委員会だよりの発行、登校班の編成や安全な登校指導、学年別親子活動などを主な活動とし

ています。スポーツ交歓会では、会員同士の笑顔があふれるなか

で、お互いの親睦を深めています。また、子どもたちのロードレー

ス大会に備えた環境整備作業は、活躍する子どもの姿を思い浮か

べながら汗をながす、気持ちのよいひとときにもなっています。

ほかには、地域の危険箇所点検、恵曇校区連合体育大会への協

力など、地域の方と共に行う活動もあります。危険箇所への危険

旗の設置は、地域の安全推進委員会さんと連携して行っています。

地域の方の温かい目に見守られながら、今後もわたしたちPTAが

力を合わせて、子どもた

ちの健やかな成長につな

げていきたいと思いま

す。

（PTA会長　青山善一郎）

6月19日に桂島海岸の

清掃活動を行いました。

この活動は、しまね潮風

学園（島根小学校、島根

中学校）の全校児童、生

徒、教職員、PTAと地域

のボランティアの方が参

加して、毎年行っていま

す。中学生をリーダーとした縦割りで、各班に分かれてみんな

で協力しながら声を掛け合い、ゴミを拾いました。作業終了後、

集めたゴミでいっぱいになった袋を前に、中学生が司会をし、

各班で反省会をしました。しまね潮風学園の児童、生徒、教職

員、地域の方、PTAが一緒に活動を行い、交

流を深めることでお互いの連帯感を高めるこ

とができました。小規模校ならではのチーム

ワークの良さをこれからも伝統として、PTA

活動を盛り上げていきたいと思います。�

（PTA会長　相見真吾）

出雲郷小学校PTAでは、メインとなる行事として「意宇まつり」の開催があります。「意宇まつり」は出
雲郷公民館の文化祭と同時開催となっており、地域の皆さんも多くお越しいただく大変賑やかなお祭りです。
当日は多くのお客さんとのふれあいがあったり、役員同士もより仲良くなったりと、笑顔あふれる素敵な行
事となっています。
また、お正月には伝統行事の「とんどさん」も地域の方と一緒になって執り行います。前日には山へ竹を
取りに行き、飾りを作って、校庭に竹を立てます。当日は餅つきや大鍋も準備し、地域の『おやじの会』さ
んによるビンゴゲームまで行われ、子どもたちは大喜びです。小中学生によるボランティアの参加もあり、

地域の大人と子どもが一緒になって一つの行事を楽しむ姿は、『地域の
絆』を感じるほほ笑ましい一場面です。
出雲郷小学校はここ数年児童数が増加傾向にあり、大規模校となりつ
つありますが、PTAとして、子どもたちを中心とした地域の絆をこれ
からも大切に、皆で力を合わせて子どもたちの健やかな成長につなげて
いければいいなと願っています。� （PTA副会長　柿田みどり）

7ブロック 出雲郷小学校ここが 輝跡 うちのPTA活動 ここが 繋 うちのPTA活動 ここが 地域の絆 うちのPTA活動

ここが チームワーク うちのPTA活動
ここが 結束 うちのPTA活動ここが あったかい うちのPTA活動

PTAと地域が一体となって行った「とんどさん」 公民館文化祭と同時開催の「意宇まつり」

ガラス窓の装飾は代々の委員さんの力作です お正月にちなんだ壁面飾り　切り絵に挑戦

和やかな雰囲気で
危険旗の設置

みんなで協力！清掃作業

作業開始前のミーティング

たくさんのゴミが集められました！ロードレース大会に備えた環境整備作業校内スポーツ交歓会

32 4



1ブロック 第一中学校 5ブロック 玉湯小学校

2ブロック 附属小学校 6ブロック 恵曇小学校 8ブロック 島根中学校

玉湯小学校では、研修部・保体部・環境生活部の3つの専門会で活動しています。

玉湯小学校は子どもを『真ん中』におき、保護者、教員、地域の方々が『繋
つな

がる』学校です。

PTA研修部は、活動の一部として毎年講演会または研修会を行っていますが、今年は親と子がもっと『繋
つな

がろう』ということで、松江市教育委員会より親楽ファシリテーターの方々にお越しいただき《親
おや

楽
がく

プログラ
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卒業生で声楽家として活躍されている、金山京介氏を招

き、記念ステージを開きました。
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式典を多数の来賓、卒業生、PTAの方々の参加をいた

だき、開催することが出来ました。
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域の方々やたくさんの方々の協力を得て、保護者同士
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す。中学生をリーダーとした縦割りで、各班に分かれてみんな

で協力しながら声を掛け合い、ゴミを拾いました。作業終了後、

集めたゴミでいっぱいになった袋を前に、中学生が司会をし、

各班で反省会をしました。しまね潮風学園の児童、生徒、教職
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流を深めることでお互いの連帯感を高めるこ

とができました。小規模校ならではのチーム

ワークの良さをこれからも伝統として、PTA
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事となっています。
また、お正月には伝統行事の「とんどさん」も地域の方と一緒になって執り行います。前日には山へ竹を
取りに行き、飾りを作って、校庭に竹を立てます。当日は餅つきや大鍋も準備し、地域の『おやじの会』さ
んによるビンゴゲームまで行われ、子どもたちは大喜びです。小中学生によるボランティアの参加もあり、

地域の大人と子どもが一緒になって一つの行事を楽しむ姿は、『地域の
絆』を感じるほほ笑ましい一場面です。
出雲郷小学校はここ数年児童数が増加傾向にあり、大規模校となりつ
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■平成29年度会報委員（ブロック順、敬称略）
山根　純一�（第一中）
岩佐　洋一�（内中原小）
大塚　瑞穂�（第二中）
藤原久美子�（附属小）
長岡　　望�（雑賀小）

周藤　直子�（乃木小）
園山　正浩�（湖東中）
小森　秀一�（大庭小）
多根　　純�（宍道中）
山田　祐司�（玉湯小）

長谷川修二�（宍道小）
林　　和博�（宍道小）
福田　衆一�（秋鹿小）
青山善一郎�（恵曇小）
木村　　忍�（鹿島中）

永島久実子�（東出雲中）
秦　　昇吾�（出雲郷小）
木村　恵美�（本庄中）
相見　真吾�（島根中）

雑賀小学校PTAは、夏に開催される地域のお祭り「さいか
まつり」にて毎年屋台を出店しています。PTA役員を中心に
集まり、メニューや予算の検討・備品手配・買い出しなどを行
います。
最近はお祭り会場唯一の「焼きそば」を子どもたちに提供し
ています。お祭り当日は役員以外のPTAの皆さんも応援に駆
けつけてもらい、テントの中はPTAで溢れかえります。そして、
地域の皆さんにもご協力頂きながら、買い物体験やステージイ
ベントを通し、夏の夜の思い出、地元雑賀での思い出づくりを
子どもたちに提供しています。
私は高校を出て広島へ進学・就職・結婚をし、子育てしてき
ました。娘が小学校に入学するタイミングで松江にUターンで
帰ってきました。その理由のひとつは、私自身が此処、松江で
過ごした子どもの頃の楽しい記憶でした。私が過ごしてきたよ
うに子どもにも松江で成長して欲しいという思いがあり、帰っ
てきました。
我々の住む松江の持つ問題のひとつに「人口減少」がありま
す。こういった子どもの頃の地域での楽しい思い出づくりが、
大きくなっても雑賀に住み続けたい、いつかは雑賀に帰りたい
という思いに繋がることで、地域課題の解決のひとつになるこ
とを願いながら活動しています。� （PTA会長　長岡　望）

大庭小学校PTAが毎年参加させて頂いている大庭公民館

主催の「大庭ふるさと納涼祭」に今年も参加しました。

PTA自慢の味の「焼きそば」や「ラーメン」、また幼児か

ら楽しめる「あてくじ」のお店を出し、地域の皆さんに喜ん

で頂けたことと感じています。

PTA活動として学校を飛び出し、地域の方々との交流が

出来るとともに、子どもたちの笑顔にたくさん出会えてとて

も楽しい活動です。

これからも郷土への感謝の気持ちを大切にし、笑顔溢れる

活動になることを願っています。� （小森秀一）

●page2〜5�......ここが○○　うちのPTA活動
●page6�....................市P連情報発信

ここが 雑賀魂醸成の場 うちのPTA活動

ここが 郷土愛 うちのPTA活動

1ブロック：第一中学校

2ブロック：附属小学校

3ブロック：雑賀小学校

4ブロック：大庭小学校

5ブロック：玉湯小学校

6ブロック：恵曇小学校

7ブロック：出雲郷小学校

8ブロック：島根中学校

記 事 掲 載 校

今年度は『思わず手に取ってみたくなる会報誌』と統一テーマに、�
『ここが○○うちのPTA』を各ブロックのタイトルとして活動を紹介い
ただきました。写真を多用しブロック・単Ｐごとに活発に取り組まれて
いる様子が良く判るようにしました。会報委員の皆さんや各単Ｐの会員
の皆さんのご協力に心から感謝申し上げます。

（会報委員長　長谷川修二）

編 集

後 記

お正月の気分も覚めやらぬ1月6日
㈯に平成29年度の研修大会を島根県
PTA連合会教育問題委員会との共催
で開催いたしました。
会場のくにびきメッセ多目的ホー

ルに松江市内を中心に遠くは浜田市、
江津市からもお越しいただき約350
名のご参加をいただきました。
講演会の講師にはアニメ「秘密結

社　鷹の爪」の製作者として有名なFROGMANさんをお迎えし「島
根で幸いでした～島根の子ど
もたちが遭遇する、新しい時
代」と題してご講演をいただ
きました。
講演では、FROGMANさん

の幼少期の経験やこれまでの
経歴、島根に住んでいた期間
の体験やそれにより感じた島根の特徴や魅力についてお話をいただ
き、現在そしてこれから迎えるデジタル･AI時代における社会の変化

とそれに対応する必要性について教えていただきました。
そしてそこには、歴史や風土により築き上げたコンテンツ群があ

り、人々が礼儀正しく波風を立てずに協力しながら地域と伝統を守
る高いコミュニケーション力を持つ人々が暮らす島根県にとって大
きな可能性があると伝えていただきました。
アンケートのご意見からはFROGMANさんのご講演に対して「わ

かりやすかった」「良かった」等概ね好評をいただくことができました。
4月から1ブロック（松江第一中学校校区）のPTA役員で構成す

る研修委員会で企画を進めてま
いりました。雪等の心配もあり、
一時期は開催できるのか不安も
ありましたが、無事に開催する
ことができて安心しました。
お忙しく、寒い季節での開催

となりましたが、たくさんの方々
にご参加･ご協力いただきありが
とうございました。

（研修委員長　勝部�秀一）

11月11日に緑町公園屋内競
技場（ローズアリーナ）にて開
催された大会に参加しました。
アトラクションは鞆小学校琴

クラブの演奏と、折重由美子氏
とこゆみこ＆なつほのによる演
奏と歌でした。
講演は、明治大学文学部教授・齋藤孝氏（NHKEテレ「にほんごで

あそぼ」総合指導、他テレビ多数出演）による『人間関係をつくるコミュ
ニケーション力』を議題としたものでした。意味のない雑談が実は大
事だということを教わり、速音読の実践もあり会場は盛り上がりました。
パネルディスカッション『心がつながるコミュニケーション』で

触れたPTAの在り方については、PTAには辛い、大変、痛い、逃げ
たいというマイナスイメージを持っている人もいるが、子どもの為に
家庭や地域が一丸となる姿を見せることは良いということでした。今
回の大会では、今後はコミュニケーションがこれまで以上に重視され、
学力にも繋がるということを認識しました。� （副会長　新宮七美）

第2回母親委員会研修会を1月
21日㈰、朝日公民館を会場に開催
しました。
田辺畳店・田辺厚志さんを講師に

お迎えし、『畳細工』小物入れを製
作しました。い草の香りが広がり、
穏やかな雰囲気の中、畳細工に取り

組んでおられ皆さん、素晴らしい
小物入れが出来上がりました。又、
他校の母親委員さん方との交流も
あり、よい情報交換の時間にもな
り、充実した研修会を開かせて頂
くことができました。
� （母親委員長　福島喜美子）

内中原小学校では、島根県の事業を活用して、森で学ぶ取り組み
（みーもスクール）を開催しました。当日は、あいにくの天気で、雨
の中での実施となりましたが、炊飯体験やみーもくんとの触れ合いの
中でクイズを通じて自然について楽しく学習しました。親や子どもた
ちでふれあいながら、自然の中での遊び方を学ん
だり、島根県の自然の豊かさとその保全への意識
を高めました。� （内中原小・副会長　岩佐洋一）

第47回 日本PTA中国ブロック研究大会
広島県ふくやま大会に参加して

第2回 母親委員会研修会を終えて

今年度の島根県PTA連合会母
親委員会研修会は、12月10日、
大田あすてらすにて開催しまし
た。初めのミニコンサートに“仁
多まいず”のお二人に演奏して頂
きました。
講演には、幅広い分野でご活

躍のメンタリスタ（メンタルト
レーニングコーチ&GPコーチ）望月康宏さんをお迎えし『メンタル
トレーニングでコミュニケーションライフ』について講演して頂きま
した。大切な心のトレーニング…。印象に残っている内容として、“毎
日、目標を意識し潜在意識に刷り込む事が目標達成の近道”（潜在意
識に刷り込む事で無意識にその通りに行動をとるようになる）との言
葉でした。子どもの持つ目標を意識し、やる気を高めていけるような
援助をしていきながら、親子のコミュニケーションの時間を大切にし
ていこうと思いました。� （母親委員長　福島喜美子）

島根県PTA連合会母親委員会研修会開催

森と緑の森づくり活動について

松江市PTA連合会研修大会を終えて

ここが  うちのPTA活動

あてくじ

ラーメン あてくじ焼きそば
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3ブロック 雑賀小学校

4ブロック 大庭小学校
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■平成29年度会報委員（ブロック順、敬称略）
山根　純一�（第一中）
岩佐　洋一�（内中原小）
大塚　瑞穂�（第二中）
藤原久美子�（附属小）
長岡　　望�（雑賀小）

周藤　直子�（乃木小）
園山　正浩�（湖東中）
小森　秀一�（大庭小）
多根　　純�（宍道中）
山田　祐司�（玉湯小）

長谷川修二�（宍道小）
林　　和博�（宍道小）
福田　衆一�（秋鹿小）
青山善一郎�（恵曇小）
木村　　忍�（鹿島中）

永島久実子�（東出雲中）
秦　　昇吾�（出雲郷小）
木村　恵美�（本庄中）
相見　真吾�（島根中）

雑賀小学校PTAは、夏に開催される地域のお祭り「さいか
まつり」にて毎年屋台を出店しています。PTA役員を中心に
集まり、メニューや予算の検討・備品手配・買い出しなどを行
います。
最近はお祭り会場唯一の「焼きそば」を子どもたちに提供し
ています。お祭り当日は役員以外のPTAの皆さんも応援に駆
けつけてもらい、テントの中はPTAで溢れかえります。そして、
地域の皆さんにもご協力頂きながら、買い物体験やステージイ
ベントを通し、夏の夜の思い出、地元雑賀での思い出づくりを
子どもたちに提供しています。
私は高校を出て広島へ進学・就職・結婚をし、子育てしてき
ました。娘が小学校に入学するタイミングで松江にUターンで
帰ってきました。その理由のひとつは、私自身が此処、松江で
過ごした子どもの頃の楽しい記憶でした。私が過ごしてきたよ
うに子どもにも松江で成長して欲しいという思いがあり、帰っ
てきました。
我々の住む松江の持つ問題のひとつに「人口減少」がありま
す。こういった子どもの頃の地域での楽しい思い出づくりが、
大きくなっても雑賀に住み続けたい、いつかは雑賀に帰りたい
という思いに繋がることで、地域課題の解決のひとつになるこ
とを願いながら活動しています。� （PTA会長　長岡　望）

大庭小学校PTAが毎年参加させて頂いている大庭公民館

主催の「大庭ふるさと納涼祭」に今年も参加しました。

PTA自慢の味の「焼きそば」や「ラーメン」、また幼児か

ら楽しめる「あてくじ」のお店を出し、地域の皆さんに喜ん

で頂けたことと感じています。

PTA活動として学校を飛び出し、地域の方々との交流が

出来るとともに、子どもたちの笑顔にたくさん出会えてとて

も楽しい活動です。

これからも郷土への感謝の気持ちを大切にし、笑顔溢れる

活動になることを願っています。� （小森秀一）
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ここが 雑賀魂醸成の場 うちのPTA活動

ここが 郷土愛 うちのPTA活動

1ブロック：第一中学校

2ブロック：附属小学校

3ブロック：雑賀小学校

4ブロック：大庭小学校

5ブロック：玉湯小学校

6ブロック：恵曇小学校

7ブロック：出雲郷小学校

8ブロック：島根中学校

記 事 掲 載 校

今年度は『思わず手に取ってみたくなる会報誌』と統一テーマに、�
『ここが○○うちのPTA』を各ブロックのタイトルとして活動を紹介い
ただきました。写真を多用しブロック・単Ｐごとに活発に取り組まれて
いる様子が良く判るようにしました。会報委員の皆さんや各単Ｐの会員
の皆さんのご協力に心から感謝申し上げます。

（会報委員長　長谷川修二）

編 集

後 記

お正月の気分も覚めやらぬ1月6日
㈯に平成29年度の研修大会を島根県
PTA連合会教育問題委員会との共催
で開催いたしました。
会場のくにびきメッセ多目的ホー

ルに松江市内を中心に遠くは浜田市、
江津市からもお越しいただき約350
名のご参加をいただきました。
講演会の講師にはアニメ「秘密結

社　鷹の爪」の製作者として有名なFROGMANさんをお迎えし「島
根で幸いでした～島根の子ど
もたちが遭遇する、新しい時
代」と題してご講演をいただ
きました。
講演では、FROGMANさん

の幼少期の経験やこれまでの
経歴、島根に住んでいた期間
の体験やそれにより感じた島根の特徴や魅力についてお話をいただ
き、現在そしてこれから迎えるデジタル･AI時代における社会の変化

とそれに対応する必要性について教えていただきました。
そしてそこには、歴史や風土により築き上げたコンテンツ群があ

り、人々が礼儀正しく波風を立てずに協力しながら地域と伝統を守
る高いコミュニケーション力を持つ人々が暮らす島根県にとって大
きな可能性があると伝えていただきました。
アンケートのご意見からはFROGMANさんのご講演に対して「わ

かりやすかった」「良かった」等概ね好評をいただくことができました。
4月から1ブロック（松江第一中学校校区）のPTA役員で構成す

る研修委員会で企画を進めてま
いりました。雪等の心配もあり、
一時期は開催できるのか不安も
ありましたが、無事に開催する
ことができて安心しました。
お忙しく、寒い季節での開催

となりましたが、たくさんの方々
にご参加･ご協力いただきありが
とうございました。

（研修委員長　勝部�秀一）

11月11日に緑町公園屋内競
技場（ローズアリーナ）にて開
催された大会に参加しました。
アトラクションは鞆小学校琴

クラブの演奏と、折重由美子氏
とこゆみこ＆なつほのによる演
奏と歌でした。
講演は、明治大学文学部教授・齋藤孝氏（NHKEテレ「にほんごで

あそぼ」総合指導、他テレビ多数出演）による『人間関係をつくるコミュ
ニケーション力』を議題としたものでした。意味のない雑談が実は大
事だということを教わり、速音読の実践もあり会場は盛り上がりました。
パネルディスカッション『心がつながるコミュニケーション』で

触れたPTAの在り方については、PTAには辛い、大変、痛い、逃げ
たいというマイナスイメージを持っている人もいるが、子どもの為に
家庭や地域が一丸となる姿を見せることは良いということでした。今
回の大会では、今後はコミュニケーションがこれまで以上に重視され、
学力にも繋がるということを認識しました。� （副会長　新宮七美）

第2回母親委員会研修会を1月
21日㈰、朝日公民館を会場に開催
しました。
田辺畳店・田辺厚志さんを講師に

お迎えし、『畳細工』小物入れを製
作しました。い草の香りが広がり、
穏やかな雰囲気の中、畳細工に取り

組んでおられ皆さん、素晴らしい
小物入れが出来上がりました。又、
他校の母親委員さん方との交流も
あり、よい情報交換の時間にもな
り、充実した研修会を開かせて頂
くことができました。
� （母親委員長　福島喜美子）

内中原小学校では、島根県の事業を活用して、森で学ぶ取り組み
（みーもスクール）を開催しました。当日は、あいにくの天気で、雨
の中での実施となりましたが、炊飯体験やみーもくんとの触れ合いの
中でクイズを通じて自然について楽しく学習しました。親や子どもた
ちでふれあいながら、自然の中での遊び方を学ん
だり、島根県の自然の豊かさとその保全への意識
を高めました。� （内中原小・副会長　岩佐洋一）

第47回 日本PTA中国ブロック研究大会
広島県ふくやま大会に参加して

第2回 母親委員会研修会を終えて

今年度の島根県PTA連合会母
親委員会研修会は、12月10日、
大田あすてらすにて開催しまし
た。初めのミニコンサートに“仁
多まいず”のお二人に演奏して頂
きました。
講演には、幅広い分野でご活

躍のメンタリスタ（メンタルト
レーニングコーチ&GPコーチ）望月康宏さんをお迎えし『メンタル
トレーニングでコミュニケーションライフ』について講演して頂きま
した。大切な心のトレーニング…。印象に残っている内容として、“毎
日、目標を意識し潜在意識に刷り込む事が目標達成の近道”（潜在意
識に刷り込む事で無意識にその通りに行動をとるようになる）との言
葉でした。子どもの持つ目標を意識し、やる気を高めていけるような
援助をしていきながら、親子のコミュニケーションの時間を大切にし
ていこうと思いました。� （母親委員長　福島喜美子）

島根県PTA連合会母親委員会研修会開催

森と緑の森づくり活動について

松江市PTA連合会研修大会を終えて

ここが  うちのPTA活動
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